
【取組のポイント】
・平成21年から開始された台湾のポジティブリストに対応するため、平成21～23年まで輸出を停止し、
登録農薬による生産・検証を実施。独自に台湾向けモモの防除暦を作成し、平成24年から台湾への輸
出を再開。
・ＪＡ志賀高原のモモ部会員全員（170戸）が台湾向け防除暦に基づき生産することにより、これまでの
選果場ラインをフルに活用。

【取組の効果】

大玉のモモを輸出にまわすことにより、国内での商品価格を引き
上げ、農家所得の向上に寄与。
【今後の展望】
モモの輸出量75ｔ（15,000ケース）へ拡大を目指す。

長野県 JA志賀高原 （モモを台湾へ）

【事業者の連絡先】tel.0269-33-8103 ＪＡ志賀高原のモモ部会員のみなさん

昼夜の気温差が大きい山ノ内町（標高500～
700ｍ）で生産する果肉の引き締まった美味しい
モモを平成19年から台湾へ輸出。

輸出額
輸出量

(ｔ)
出荷
時期

24年度 2,150万円 35.9 ８～９
月25年度 2,900万円 48.7

【ウェブサイト】 http://www.ja-shigakogen.iijan.or.jp/

【輸出実績】


